
     

No３４  平成２２年１１月２９日（月） 

「こばやし秋まつり」で、町中に、活気が溢れていました。・・・２１日（日） 

○2000 年に始まって、今年で１１回目の秋祭りが開催され、町は大勢の人で賑わいました。メインス

トリートが歩行者天国になり、３か所で、小中高生や一般の方々などのパフォーマンスが行なわれま

した。「がんばろう 小林」の横断幕もあり、元気の出た楽しい秋祭りでした。本校にも祭りのボラン

ティアの依頼がありましたが、期末考査前ということで、今回は参加できませんでした。学校と地域

との連携の最高の機会でもあったと思います。高校生の本分に支障がない限りは、できるだけ協力し

ていければと思います。そのためにも、ボランティア同好会の部員をもっと増やしたいものです。 

 

小林中学校の吹奏楽部の演奏 

 

三松小学校のソーラン節 

 

東方小学校も楽しいダンスを 

 

「こばやし冬まつり」も始まり、イルミネーションの点灯式が行なわれました。・・・２１日（日）夜 

○小林駅前のイルミネーションは、今年で１０回目になりました。 

今や小林の「冬の風物詩」となっていると言っても過言ではない

と思います。今年も本校自動車部３人が中心になって、光の芸術

「きばっど小林」の文字などを製作しました。イルミネーション

の点灯を子どもから大人まで、みんな心待ちにしていたようです。 

「機関車トーマス」は今年も人気で、子どもたちが行列を作って 

並び、楽しそうに乗車し、あちこちで写真撮影もあっていました。 

この企画が２０年、３０年と続いていってほしいものです。 

 

３人の自動車部員と２人の先生 

 

小林駅前のイルミネーション 

 

今年も多くの人を楽しませる 

 

人気の機関車トーマスも健在 

 

第６３回全日本新体操選手権大会 男子団体で 小林秀峰高校が堂々の７位入賞！ 

○２１日（日）に、国立代々木競技場で開催された社会人や大学生も出場した大会で、高校としては

最もいい成績をあげました。優勝した青森大学には、本校 OB の日高選手（全国高校総合体育大会で

個人・団体優勝）が、準優勝の花園大学にも本校 OB の山口選手（TV でも以前紹介）がおり、本校

出身者が全国で活躍しています。全国高校総合体育大会の昨年度優勝の青森山田高校は予選落ち、本

年度優勝の佐賀県立神埼清明高校は本校に次いで８位でした。いかにレベルの高い大会かがわかりま

す。３年生はこれが最後の大会でした。これまでの活躍ご苦労様でした。次は、１・２年生が全国に

大きく羽ばたきます。春３月の全国高校選抜大会に向け、練習に励んでいくことでしょう。 

 

南九州高等学校ハンドボール大会（鹿児島、宮崎県各３チーム）で、男子：優勝 女子：準優勝 

秀峰通信『啐啄』 



○高原にある社会就労センター「あさひの里」の『あさひ祭り』にお伺いしました。天気にも恵まれ、 

 
子どもと大人が一緒にダンス 

会場は、多くの人が、歌や演劇、

演奏などを楽しんでいました。

本校の新体操部も演技を披露し

たことがあるそうです。障がい

者の方とみんなが一緒になっ

て、とてもいい雰囲気でした。 

地域の方々の温かい気持ちが伝

わってくる感じでした。高原高 

 

保育園児たちの太鼓の演奏 

校の生徒が、ここでもボランティアとして、一生懸命に働いて、地域に貢献していました。 

☆会場に見えていた某中学校の校長先生が、「秀峰の体育大会は、生徒たちの取組がとても素晴らしか

ったと中学校で評判ですよ。生徒たちにも伝えてください。」と話されました。 

 

恒例の新体操演技会が開催されました。・・・２７日（土） 

○昨年は新型インフルエンザの影響で例年より少ない観客でした。しかし、今年は、天にも恵まれ、

多くの立ち見が出るほどで、会場は超満員でした。たぶん 2000 名を超えたのではないかと思われま

す。演技会でも地域に気が出たことでしょう。子どもたちも本校生も最高の演技を披露しました。西

諸の地が「新体操の町」であることを改めて感じることができ、あっという間の３時間余でした。 

 

本校 B チームの演技 

 

本校 A チーム最後の演技 

 

頑張ったみんなの笑顔が最高 

☆中学校の団体演技のときに、ハプニングが起こりました。演技開始直後に、音楽が聞こえなくなっ

てしまったのです。新体操の場合、審判の指示がなければ、演技をストップすることはできないとの

ことで演技は続きました。静寂の中で、選手たちの呼吸だけが聞こえ、一糸乱れぬ演技に、会場から

は拍手が起こり、その後、手拍子に変わりました。選手と観客が一体となった瞬間でした。どのよう

なアクシデントにも動じず、演技できるのは、日頃の練習の賜物だと改めて感心しました。最後まで

演技した選手たちに大きな拍手が送られました。（演技会の様子は、HP でも公開中です。） 

 

１２月は「飲酒運転根絶運動」月間です。・・・「ダメ！飲酒運転」 

○水曜日からは、もう１２月。忘年会シーズンを迎え、お酒を飲む機会も多くなることと思います。

しかし、飲酒運転は絶対に行なってはいけません。運転手自身、家庭で、職場・地域で、それぞれが

お互いに気を付けていきたいものです。特に、運転手については、次のことを心掛けましょう。 

運転手は・・・ 

 ○『飲んだら乗らない、乗るなら飲まない』を徹底しましょう。 

 ○『ハンドルキーパー』を決めて、飲まない人が仲間を安全に自宅まで送りましょう。 

 ※お酒を飲んだ翌朝は特に注意が必要です。お酒が残っていると感じたら、絶対に運転しないこと。 

 

○教職員評価制度に基づく、職務行動や役割達成度についての自己評価の時期になりました。また、

校務分掌での年間反省も行なうことになります。自己評価を行なうことで、３学期に、また、来年度

に向けて、どのような工夫改善が必要であるかを確認し、取り掛かれることを早くから意識して行な

っていきたいものです。後日実施する FB で、先生方と、今後について、十分に時間をかけて、話し

合いたいと思っています。 


